
「第二次西郷村読書活動推進計画（案）」に関するパブリックコメント結果

１ 意見募集の概要
・募集期間 令和３年１月２０日（水）～令和３年２月１０日（水）
・募集方法 直接持参、電子メール
・周知方法 村ホームページ、村中央公民館、村内各学校

２ 結果
・意見数 ２１人（直接持参１９人、電子メール２人）

３ 意見（コメント）の概要及び意見に対する村の考え方

通番 意見の趣旨 村の考え方

Ｐ１ 第１章 計画策定の趣旨 ２（３）西郷村の動向

「平成３０年には」の部分に関して、 ご指摘の通り月が表記されておりま
１ 他の部分は全て「平成○○年○○月」 せんでしたので、平成３０年３月と表

と表記されている。統一した方が良い 記いたします。
のではないか。

Ｐ２ 第２章 第一次計画の取組状況の成果及び課題

「主な取組状況の成果と明らかにな ご指摘の通り誤字となります。「っ」
２ つた課題」の「つ」は誤字ではないか。 と訂正いたします。

Ｐ２ 第２章 第一次計画の取組状況の成果及び課題 課題（１）

「家庭の日」は県内で浸透している 県全体で見ても意識は必ずしも高い
３ のか。どのくらいの人が第３日曜日を とは考えておりません。だからこそ意

意識しているのか。 識的に取り上げていきたいとも考えて
おります。

「家庭の日」については、村の取組 村中央公民館図書室や保育園、幼稚
とどうつなげていくのか。 園、各学校、ＰＴＡなどが一緒になっ

４ て読書活動に関する啓発活動を通し
て、各家庭において意識した取組がで
きるようにしてまいります。

Ｐ３ ３地域における取組 成果（１）

「貸出冊数等を利用者の声を」は、 ご指摘の通り読みやすい文章に訂正
５ 「貸出冊数等に対しての利用者の声を」 いたします。

の方が読みやすい。

Ｐ５ 第４章 第二次西郷村読書活動推進計画の取組 基本方針Ⅰ（１）②

家庭における読書活動の推進とし ご指摘の通り大変大切なことと考え
て、広報誌や幼稚園、保育園、学校を ております。広報活動の充実と捉え、

６ 通して、お薦めの本の紹介や読書、読 Ｐ７基本方針Ⅲ（１）読書活動推進の
み聞かせのメリットを保護者向けに配 ための普及と啓発のところで、ホーム
布してはどうか。 ページによる紹介を追記し、広報活動

を強化してまいります。

「読書ブックリスト」の作成と活用 効果的な読書活動ができるように支
について、どのように活用するのか。 援するためのものです。子育て中の親

から「乳幼児へのお薦めの本はどのよ
７ うなものがあるのか」という問い合わ

せが多くあります。このようなことか
ら検診時や図書室に来たときなどに配
付し、活用していただきたいと考えて
おります。



Ｐ５ 第４章 第二次西郷村読書活動推進計画の取組 基本方針Ⅰ（２）

デイリープログラム（日課）の中に 日課の中での位置づけとしては、「読
８ 「読み聞かせ会」を位置づけるなど、 み聞かせ」がふさわしいので、ご指摘

については、現在「読み聞かせ」と位 のように表記します。
置づけている。

Ｐ６ 基本方針Ⅰ読書に親しむ機会の提供と充実 （４）①

ブックスタート事業は、子どもの時 ご指摘の通りです。乳幼児期から本
９ に本を読む楽しさを教える良い機会に に親しむ取組は大切なことです。引き

なると思います。できる限り多く実施 続き積極的に進めてまいります。
してほしい。

Ｐ６ 基本方針Ⅱ 読書環境の整備と充実 （１）

本棚の設置を要請するよりは、水曜 ノーメディアデーについては、基本
日の「ノーメディアデー」を有効に活 方針Ⅲ（１）読書活動推進のための普

１０ 用するなど、と表記してはどうか。 及と啓発の中で取り上げることとし、
「家庭の日」のあとに「など」を追記
して対応してまいります。

本棚の設置の要請で、各家庭がどう 前回の反省からも家庭内で本を揃え
受け取るか。そして、この要請で効果 ておくことは、子どもさんが手に取り

１１ があるのか。 やすく効果のあることでしたので、継
各家庭に一律で図書カード配付とか 続してまいります。ただし「要請」は

の方が効果があるのではないか。 強い表現でしたので「勧める」と訂正
いたします。また、図書カードについ
ては、今後検討させていただきます。

Ｐ６ 基本方針Ⅱ 読書環境の整備と充実 （１）

「図書館司書の増員」「コンピュー コンピュータによる一元化管理は、
タの活用」などで図書のバーコード化 将来的に重要なことと考えておりま
を推進し、一元化管理をすすめること す。今回の計画では、その第一歩とな
は、村中央公民館図書室と連携し、読 るような取組をしていきたいと考えて

１２ ませたい図書を村中央公民館図書室で おります。バーコード化への取組もそ
購入し、各学校に巡回するなど予算の の一つと考えており、図書システムと
削減を図る。ということで、書かれて いう大きなくくりの中で、一つ一つ解
いる内容でよろしいかと思います。 決してまいります。

Ｐ６ 基本方針Ⅱ 読書環境の整備と充実 （２）

幼稚園、保育園での「絵本タイム」 乳幼児が進んで絵本を選んで読む活
を今後も継続し、絵本に親しむように 動は、大切な取組と考えます。これは
つとめます。を追記してはどうか。 読書活動の推進と捉え、Ｐ５基本方針

１３ Ⅰ（２）に追記してまいります。ただ
し、「絵本タイム」の名称は、幼稚園
のみのため記載いたしません。

Ｐ６ 基本方針Ⅱ 読書環境の整備と充実 （３）

児童・生徒による活動を通して、の 「ビブリオバトル」は、読書活動に
ところに児童、生徒が推薦する本の「ビ 有効と考えております。このことから

１４ ブリオバトル」等の活動についての文 Ｐ６基本方針Ⅰ（４）地域における読
言を入れてはどうでしょうか。 書活動の推進①に追記し、村全体で取

り組むようにしてまいります。

「ニーズに応じた」とあるが、どう アンケートや窓口調査などをすすめ
１５ 調査していくのか。 児童、生徒や利用者の興味・関心に沿

った環境づくりを進めてまいります。



Ｐ７ 基本方針Ⅱ読書環境の整備と充実 （４）①

村中央公民館図書室にはどんな本や 村中央公民館図書室については、乳
資料が置いてあるのか。毎年どんな新 幼児を持つ母親が多く利用していま
しいものが加わったのか。村民、生徒 す。絵本が多くありますが、課題図書
は把握しているのか。 や推薦図書、文学書や趣味の本、希望

の多い本なども揃えており、村の広報
１６ 誌でも紹介しております。

小学校では、公民館や図書室訪問を
行っております。まだまだ広く浸透し
ていないことは、大きな課題とも考え
ております。今後、図書室の充実と共
に広報活動を積極的に進めてまいりま
す。

専門職員を配置し～のところで、最 専門職員を配置することは、とても
近図書室に職員の方が常駐してくださ 大切なことと考えております。利用者

１７ り、とても良いと思っています。気軽 の皆様のために、快適に利用できるよ
に本の話ができる環境は大切だと思っ う積極的に取り組んでまいります。
ています。また、本を選ぶのは大変な
ことと思います。

県立図書館～のところに巡回してい 「あづま号を有効に活用していく」
１８ ただいている「あづま号を有効に活用 なども含めて、多くの連携内容がある

していく」など具体的なものを入れる ことから「相互協力」という言葉で表
といいかと思います。 現させていただいております。

Ｐ７ 基本方針Ⅲ 読書活動についての理解の促進 （１）

村の広報誌に図書室便りを大きくと 現在も村の広報誌において、新しい
り、お薦め図書や新しい本の紹介、今 本の紹介をしておりますが、更にホー

１９ 話題になっている本を掲載したら興味 ムページを活用し、積極的に広報して
を持ってもらえるかと思います。 まいります。

Ｐ８ 第５章 計画の推進 ２

「ボランティア人材バンク」とは、 様々な場面でご協力いただける方を
どのようなものか。 登録させていただき、必要な場面で活

２０ 動していただくための人材登録になり
ます。読書活動でも多くの場面でご協
力をいただきたいと考えております。

Ｐ８ 第５章 計画の推進 ＜参考＞

西郷村第三次生涯学習推進計画の前 ご指摘の通り「西郷村教育振興基本
２１ に、「西郷村教育振興基本計画」を入 計画」については、Ｐ１（３）西郷村

れてはどうか。 の動向でも触れておりますので、追記
させていただきます。

Ｐ９ 資料１ 説明

※３「村公民館図書室」の説明で、 ご指摘の通りです。「あります。」
２２ 最後が「ありあす。」となっている。 が正しく、訂正いたします。

入力違いではないか。

※１１「読書ブックリスト」の説明 読書する対象者のニーズにより、基
で、ある基準とは、どのような基準な 準を決めていくものです。世代や興味

２３ のか。 ・関心、趣味、テーマなど様々なジャ
ンルに応じたものとなります。



その他

図書の管理をバーコードを利用した 可能な限り図書システムの導入を進
ものでできないか。生徒の図書の貸出 めてまいります。

２４ 時間が限られているので、貸出業務の
簡略化が図られると良い。

各教室に司書教諭の監修のもと、学 司書教諭については、各学校で検討
２５ 級文庫を置いてもらえると良い。 し積極的に活用を図っていただきたい

と思います。

読書活動推進に力を入れてきたこと ご指摘の通りであります。計画でも
により、読書量は増えてきましたが、 図書システムの導入について述べてお
実態を把握するためには、「図書カー りますが、学校の声を大切に進めてま

２６ ド」を調べる方法しかないため、とて いります。
も不便であり、貸出作業にも時間がか
かります。ぜひ、図書システムの導入
を希望します。


